
　「
わ
が
国
の
製
本
の
起
源
は
奈
良
、

平
安
時
代
の
日
本
書
紀
、
古
事
記
な
ど

の
和
綴
じ
に
遡
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
糸
か
が
り
、
無
線
綴
じ
、
中
綴

じ
な
ど
、
長
い
歴
史
の
中
で
製
本
技
術

を
磨
き
、
洗
練
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
伝
統
文
化
は
そ
う
簡
単
に
は
な
く

な
ら
な
い
、
な
く
し
て
は
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」。
父
親
と
初
の
親

子
理
事
長
と
な
っ
た
稲
川
理
事
長
は
、

一
〇
〇
〇
年
を
超
す
製
本
文
化
の
歴
史

を
守
り
続
け
て
き
た
自
負
を
の
ぞ
か
せ

る
。
一
〇
〇
年
の
間
に
組
合
の
名
称
は

三
回
変
わ
っ
た
が
、
戦
時
下
の
軍
に
よ

る
統
制
時
代
も
愛
知
県
製
本
紙
工
工
業

組
合
と
し
て
活
動
を
続
け
た
と
い
う
。

　「
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
の
関

東
大
震
災
で
、
東
京
の
出
版
印
刷
業
界

は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、そ
の
結
果
、

製
本
業
も
名
古
屋
を
は
じ
め
広
く
地
方

に
広
が
っ
た
と
、
組
合
の
元
理
事
長
か

ら
聞
き
ま
し
た
」。

　
製
本
は
裁
断
、
折
り
、
丁
合
、
綴
じ
、

仕
上
げ
の
工
程
を
た
ど
る
。
製
本
と
い

う
言
葉
に
馴
染
み
が
な
く
て
も
、
単
行

本
、
最
近
人
気
の
御
朱
印
帳
や
子
供
の

絵
本
な
ど
を
手
に
取
る
と
特
色
の
あ
る

製
本
技
術
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気

づ
く
。
そ
し
て
紙
質
と
相
ま
っ
て
豊
か

な
個
性
、
手
ざ
わ
り
感
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
、
製
本
の
魅
力
に
感
謝
の
気
持

ち
と
興
味
が
わ
い
て
く
る
。

　「
業
界
の
現
状
は
厳
し
い
で
す
ね
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
波
が
押
し
寄
せ
、
バ
ブ

ル
が
は
じ
け
た
こ
と
が
一
つ
の
節
目
。

七
年
前
の
東
日
本
大
震
災
で
は
東
北
が

主
要
な
生
産
拠
点
だ
っ
た
た
め
ナ
フ
サ

と
紙
パ
ル
プ
が
入
手
困
難
と
な
り
、
業

界
全
体
に
影
響
が
出
ま
し
た
」
と
稲
川

理
事
長
。
天
災
の
た
び
に
被
災
者
と
と

も
に
苦
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
業
界
と

い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
大
正
八
年
十
月
十
八
日
に
名
古
屋
製
本
業
組
合
が
創
立
さ
れ
、
そ
の
後
改
称

し
た
愛
知
県
製
本
工
業
組
合
は
今
年
、
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
、
九
月
に
名
古
屋

市
内
で
記
念
式
典
を
開
催
す
る
。
紙
を
綴
じ
て
印
刷
、
出
版
物
を
世
に
送
り
出

し
続
け
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
我
々
は
活
字
の
世
界
を
手
軽
に
安
心
し
て
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
。
組
合
の
稲
川
俊
一
理
事
長
（
六
十
歳
）
と
、
記
念
式
典
の

実
行
委
員
長
を
務
め
る
伊
藤
光
昌
副
理
事
長
（
七
十
二
歳
）
に
業
界
の
過
去
と

未
来
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

「新たな発想で力を発揮」
理事長ら、チャレンジ決意

創立１００周年を迎えた
愛知県製本工業組合


